
　本州の西南端に位置する山口県の小哺乳

類に関する報告は少ない。山口県環境生活

部自然保護課（７５５７）『レッドデータやまぐ

ち』によれば，食虫類のジネズミCrocidura 

dsinezumiは防府市の中心を流れる佐波川河畔

の竹林と土手・その支流のアカマツ林と隣接

する畑地，および徳地町の島地川ダム湖周辺

のスギ植林地及び鹿野町長野山で捕獲されて

いる。コモグラ（＝アズマモグラ）Mogera 

imaizumiiは，豊北町周辺と鹿野町から錦町

にかけての標高6５５m付近から上部の山地に

隔離分布するが，個体数は極めて少ないと

推測されている。カワネズミChimarrogale 

platycephalaは，錦川，佐波川，厚東川，阿

武川水系の上流部での目撃情報のみである。

また，ミズラモグラEuroscaptor mizuraの捕獲

記録はない。その結果，山口県のレッドデー

タリストでは食虫類のジネズミとコモグラは

準絶滅危惧種に，カワネズミとミズラモグラ

は情報不足種と，それぞれ選定されている。

山口県周南市でハタネズミが採集される
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Abstract:Microtus montebelli is one of the endemic species with few collecting records in Yamaguchi 

Prefecture, the westernmost location in Honshu, Japan. One male specimen of M. montebelli was captured 

in 602, Ooaza Susuman, Shyunan, in August 8, 2011. The habitat is abandoned paddy ields, where grasses 

were dominant. Referring previous collecting reports, this species inhabits the foot of mountains connected 

to the central mountains in the Chugoku District. With taking into account for the habitat of this species, 
further collecting information is needed in Yamaguchi Prefecture．

　一方，ネズミ類では，スミスネズミ

Eothenomys smithiiは錦町寂地山標高9５５mよ

り上部での採集記録があるが，他地域での同

様な調査では確認されていない。カヤネズミ

Micromys minutusは平野部には広く点在する

が標高6５５m以上にはあまり見られていない。

また，ハタネズミMicrotus montebelliは犬飼・

高安（６96９）以外に今日に至るまで捕獲例が

ないと書かれている。その結果，山口県の

レッドデータリストではネズミ類のスミスネ

ズミとカヤネズミは準絶滅危惧種に，ハタネ

ズミは情報不足種に，それぞれ選定されてい

る。

　この度，山口県周南市徳山動物園のご尽力

により，山口県で情報不足とされているハタ

ネズミを同定し，新しい捕獲地点を記録する

ことができた。あわせて上記の山口県環境生

活部自然保護課（７５５７）『レッドデータやま

ぐち』で引用されていなかった山口県内の小

哺乳類採集報告を示し，さらに筆者の未発表
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の採集記録から，山口県の近隣県である島根

県・広島県のネズミ類の採集結果を示すこと

によって，山口県の野ネズミ類の知見を充実

させたいと考えた。

１．山口県周南市でハタネズミを採集

　７５６８年６月に，周南市徳山動物園のホーム

ページにハタネズミとおぼしきネズミが飼育

されていることを知った。そこで，当動物園

にこのネズミのことでもし標本が保管されて

いるのであれば，種の同定をさせていただけ

ないかを問い合わせた。折り返しご丁寧なご

返事を頂き，当動物園で飼育さていた標本は

その後死亡し冷凍庫で保存されており，同定

のために標本送付をして下さる旨であった。

７５６８年６月７９日にその冷凍標本をお送り頂い

たので，ネズミの仮剥製標本を作製し（毛皮

と頭骨），種の同定を頭骨にておこなった。

　標本に関する情報は以下の通りである。採

集年月日は７５６６年８月８日で，採集地点は周

南市大字須々万奥6５７である（図１）。棲息場

所は水田を埋め立てた雑草地である。採集者

である有馬崇恭氏がこの雑草地で耕耘機を

使っていたところ，目の前をネズミが走り抜

けたので追いかけて捕まえた。その後，周南

市徳山動物園が飼育し７５６７年２月６７日に死亡

が確認され，冷凍保存された。

　解凍後計測した標本（雄）は，頭骨口

蓋部分は棚状ではなく中央部に中隔があ

り（金子，７５５8），明らかにハタネズミと同

定できた。体重８８３９｢，頭胴長（肛門まで）

６５9３７mm，尾長（肛門を起点）９7３８mm，後

足長６7３９mm，耳長６５３８mmであった。上・下

顎切歯は折れていた。また，下顎臼歯の歯槽

部が膨大し，筋肉に皮下脂肪がべっとりと付

着していたのは飼育による影響と思われる。

したがって毛皮標本では一部に皮膚から毛が

抜けている。この標本は，筆者の標本番号は

K76５７であるが，周南市徳山動物園に返却し

山口県立博物館で所蔵され標本番号が付与さ

れる予定である。

　インターネットの国土地理院の地図上で

周南市大字須々万奥6５７を位置づけると，北

緯８９３６８ﾟ，東経６８６３86ﾟであり，付近の大きな

目印は，南西部5５５mに周南高原病院や老人

ホーム友愛，北西部６５５mには片池上自治会

館，東部７５５mには徳山北高校がある。背後

の北部には標高59８３９mの緑山に連なる９6５m

程度の山地と，西部には標高９6７mの山地が

あり，全体としてみると山麓部の棚田を形成

している｡

２．山口県・島根県・広島県の小哺乳類採集

報告

　山口県における小哺乳類（翼手類を除く）

の採集記録は大変少なく，村田（６996）を除

いたいままでの報告を一覧表にした（表１）。

あわせて筆者の島根県と広島県の山地部にお

けるハタネズミの採集結果（未発表）を表１

に示した。なお，村田（６996）は，採集年月

日や採集頭数は不明であるが，アズマモグラ

を玖珂郡美川町赤羽根，珂珂郡錦町常国・大

固屋・小西・高木屋，佐波郡徳地町羽高・大藤，

豊田郡一之俣，都濃郡鹿野町金峰・小河内，

図１．山口県における小哺乳類の既報告（村田，
６966を除く）の採集地点と島根県・広島
県における著者によるハタネズミの採集
地点（金子，未発表）．地図上の番号は表
１の番号に対応する．

－ ６９ －



 

MwMo U C Ｍ Ｅ As Aa Mi m Rn Rr

1 今泉(1960) 不明 豊浦郡豊北町 X X

2 今泉(1960) 不明 豊浦郡豊田町 X

3 今泉(1960) 不明 萩市，吉敷郡大内町 X

4 庫本(1961) 不明 洞窟内 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

5 犬飼 高安(1964 1964/4/6～8
都濃郡鹿野町 町役

場 西北約3km

造林地， ョウ
ブ， ンボ，

， イ 天然林
6 1 10 2

6 犬飼 高安(1964 1964/4/ 旬 阿武郡阿東町 造林地 X

7 吉田 岡藤(1973) 1973/3/27 美祢市花尾山大ヶ峠
雑木林， 隣，照
葉樹林

4 2 1 1

8 吉田 岡藤(1973) 1973/3/27 美祢市花尾山立石 林， 植林地 6 7 1

9 吉田 岡藤(1973) 1973/3/27 美祢市谷山西 雑木 疎林 2 7

10 吉田 岡藤(1973) 1973/3/27 美祢市谷山常森 休耕地， 植林地 1 1

11 吉田 岡藤(1973) 1973/3/27 美祢市谷山入見台 内 地 2

12 吉田 岡藤(1973) 1973/3/27 美祢市谷山入見 照葉樹林， 林 1 5

13 吉田 岡藤(1973) 1973/3/28
美祢市桜山南原寺～

野地

照葉樹林，雑木林，
水田

5 3 2

14 吉田 岡藤(1973) 1973/3/28 美祢市桜山大迫の堤 林， 植林地 1

15 吉田 岡藤(1973)** 1957/3/5 秋芳洞 山コ ス 雑木林 4 2

16 吉田 岡藤(1973)*** 1961/11/22 秋吉台帰り水付近 草地 1 2 2 2

17 吉田 岡藤(1973)**** 不明 美祢市渋倉 1

18 吉田 岡藤(1973)**** 不明 美祢市吉則 1 1

19 村田(1997) 1996/5/2～6/3 寂地山稜線(1280m)
ブ ， ロ ，

ン
2 8

20 村田(1997) 1996/5/2～6/3 寂地山稜線(1290m)
ア ウ ，

， ソテツ
1 1 3

21 村田(1997) 1996/5/2～6/3 寂地山山腹(910m)
植林，ブ ，チ

1 5

22 Imaizumi(1962) 不明 屋代島 X

23 Imaizumi(1962) 不明 長島 X

24 宮尾ほか(1981)
1980/5/29～31，

11/27～29
見島 Ｘ Ｘ Ｘ

25 宮尾ほか(1981)
1980/5/31～6/1，

11/30～12/1
大島 Ｘ

26 宮尾ほか(1981) 1980/11/30～ 相島 Ｘ Ｘ

27 高田ほか(2012) 2012/2/13～17 屋代島 X

28 高田ほか(2012) 2012/2/15～18 長島 X

29 金子 未 表 1992/5/15 屋代島片山 1 4

30 金子 未 表 1970/8/12～14
広島県戸河内町二軒

小屋
造林地 14 2 5 5 4

31 金子 未 表 1970/8/14
広島県戸河内町二軒

小屋
水田 1

32 金子 未 表 1970/8/14～15
広島県戸河内町二軒

小屋
雑木林 1 3

33 金子 未 表 1971/7/27～28 島根県出雲市武志 斐伊川堤防 3 4

34 金子 未 表 1975/5/29～31
島根県簸川郡佐田町

毛津 反辺
造林地 3 19 23 1

35 金子 未 表 1981/5/23
島根県大田市大森町

宮ノ前
河川敷 2 1 3 2

36 金子 未 表 1981/5/25 島根県大田市羅漢町 河川敷 1 7

37 金子 未 表 1981/5/26
島根県大田市 瓶町

片腕の松
草地 1 1

* 小哺乳類 出現(X)，Mw ウベ ，Mo ア ，U ヒ ，C ，M タ ，E ，As ア ，Aa ヒ

，Mi ，m ツ ，Rn ブ ，Rr ．以下 吉田 岡藤(1973)に **:内田 浜島 未発表  ***:白

石 庫本 未発表 ****:大嶺高校標本.

表１．山口県 捕獲さ た食虫類 類 既報告 番号 ～ 本州，番号 ～ 島嶼部 び島根県 広島県 捕獲さ た タ
採集地点 金子，未発表 番号 ～ ．表 番号 図１ 番号に対応す ．

番

号
文献 採集年月日 採集場所 生息場所

採集さ た食虫類 類 そ 個体数

表１．山口県で捕獲された食虫類・ネズミ類の既報告（番号１～７６は本州，番号７７～７8は島嶼部）およ
び島根県・広島県で捕獲されたハタネズミの採集地点（金子，未発表：番号７9～８7）．表の番号は
図１の番号に対応する．
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および徳山市藤谷で採集している。また，コ

ウベモグラを玖珂郡由宇町小槇，玖珂郡和木

町瀬田，玖珂郡美和町片山，玖珂郡錦町渋

谷・坂平・宇佐郷，玖珂郡本郷村松尾谷，佐

波郡徳地町祖父・川上布尻，吉敷郡阿知須町

阿知須，豊浦郡豊浦町一之瀬，厚狭郡山陽町

古開作，都濃郡鹿野町下赤山，熊毛郡熊毛町

須野河内，阿武郡川上村惣良台，美祢郡美東

町保ヶ原，美祢郡秋芳町嘉万，防府市下右田

勝坂・久兼半明・奥畑打道・大崎・富海，岩

国市瓦谷，宇部市善和，小野田市有帆，下関

市安岡，および山口市二堂で採集している。

　表１では除かれているが，山口県内の小

哺乳類の採集記録に関する他の文献として

は，筆者の知る限りでは宇部市（７５５９）『宇

部市自然環境調査報告書（宇部地域）』があ

る。調査期間は６999年３月～７５５８年３月まで

の４ヵ年である。宇部市北部（平原岳８95３６m

を中心とする６地点と，小野湖上流大田川右

岸の１地点：河川・水田・山林）と宇部市中

部（吉見～木田～小須野～檪原～如意寺～藤

河内～棯小野：河川・水田・山林）で調査が

おこなわれた。確認方法は坑道ではトンネ

ル・塚から推定，写真撮影による記録，目視

観察による種の確認，糞の形状と内容物から

推定，生活痕巣穴やトレース後から推定，ト

ラップや網により捕獲，および巣穴の形状か

ら推定，である。パンチュートラップは食虫

類（モグラ・ヒミズ等）とネズミ類について

用い，餌は生ピーナッツとサラミソーセージ

である。その結果，ジネズミは東部で写真撮

影，ヒミズは西部・北部・中部で坑道，東部

で写真撮影，アズマモグラは西部・北部で坑

道，アカネズミは西部で写真撮影，北部で捕

獲，中部・東部で巣を発見し，ヒメネズミは

中部で生活痕を発見したと記録されている。

しかし，上述したように調査地点おいては北

部と中部の説明しかなく，またそれぞれの種

と同定できる写真上の識別点，巣や生活痕に

関する具体的な説明はない。

　また，宇部市（７５５9）『宇部市自然環境調

査報告書（楠地域）』では，調査期間は７５５6

年３月～７５５8年３月までの２ヵ年である。モ

グラ科の生息確認は坑道の直径とモールマウ

ントの形状から推定と書かれているが，識別

特徴は具体的には述べられていない。コウベ

モグラは荒滝山で確認，ヒミズとコウベモグ

ラが楠地域で記録されている。アカネズミと

ヒメネズミを自動撮影装置写真判定でそれぞ

れ同定しているが，これも識別法は明示され

ていない。カヤネズミは巣の写真で判定され

ている。

　さらに，国土交通省河川局河川環境課

（７５５8）が佐波川の３調査地でアカネズミと

カヤネズミを確認したと記録されている。し

かし，３地点の明確な場所は不明である。

　表１における小哺乳類の採集報告のうち，

採集地点の位置をネズミ類についてのみ地図

に示した（図１）。採集年のほとんどが６96５

年代～６98５年代の期間であり，現在からみれ

ば８５～5５年前の記録ではあるが，表１と図１

の結果から以下のようなことが分かるだろ

う。

　山口県環境生活部自然保護課（７５５７）の概

説では，　ハタネズミは「犬飼・高安（６96９）

以外に今日に至るまで捕獲例がなく」と情報

不足の種とされていた。しかし，ハタネズミ

は秋吉台の草地で採集されていた（吉田・岡

藤，６97８）。また，今回の周南市の採集記録

も過去の犬飼・高安（６96９）が採集した都濃

郡（現周南市）鹿野町や阿武郡阿東町に近接

していた。図１より，ハタネズミの分布は島

根県や広島県との脊梁山地の山麓部で連続し

ていると思われる。したがって，山口県では

まだ調査が行き届いていない種であるといえ

よう。ハタネズミは分布の偏在性が高く，大

発生やその後の密度の低下などといった個体

数の年変動が大きい種である（金子，６975）。

分布調査にはハタネズミが好む棲息場所を選

んでワナを設置して調査する必要があろう。
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　一方，山口県で準絶滅危惧種とされるスミ

スネズミについては，上述した山口県環境生

活部自然保護課（７５５７）がまとめた過去の分

布では，「錦町寂地山標高9５５mより上部での

採集記録があるが，他地域での同様な調査で

は確認されず」と書かれていた。「錦町寂地

山標高9５５mより上部」は村田（６997）に基

づくと思われる。しかし，他に都濃郡（現周

南市）鹿野町，萩市，豊敷郡（現山口市）大

内町，および美祢市などで採集された文献

（表１）を見過ごしており充分な評価がされ

ているとはいえない。ハタネズミと同様にス

ミスネズミも山口県内の調査が行き届いてい

ない種であると考える。吉田・岡藤（６97８）

はスミスネズミを美祢市で比較的多数捕獲し

ているがいずれも３月である。金子（６989）

は香川県西部の山麓部で年間にわたって調査

した結果，スミスネズミは冬季から初春期捕

にかけて獲個体数が増加し，この時期は繁殖

期でもあるので行動性が増大すると考えられ

る。したがって，スミスネズミの分布調査に

は，この時期を選ぶ必要がある。また，スミ

スネズミの生息場所としては石垣での捕獲率

が高いので（金子，７５６８），採集にあったっ

ては棲息場所をよく選んでワナを設置しない

と分布の有無を確かめることが出来ない。

摘 要

　山口県周南市大字須々万奥6５７の水田を埋

め立てた雑草地で雄１頭のハタネズミが７５６６

年８月８日に捕獲された。この種は山口県の

レッドデータで情報不足とされている。あわ

せて山口県のレッドデータで準絶滅危惧種と

されるスミスネズミの過去の分布記録や，近

隣県である島根県・広島県における筆者のハ

タネズミの採集結果（未発表）を示すことに

よって，山口県の野ネズミ類の知見を充実さ

せた。
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